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吾嬬立花中学校は、昨年夏に新校舎に移転しました。3階に

ある図書館は「メディアスペース」と呼ばれ、パーテー

ションを外すと閲覧席と隣のＰＣ室がつながり、講習会な

どのイベントスペースとしても活用できます。 

★図書委員の仕事 

貸出・返却・見回り・書架整理・入館者数の集計のほか、

ベストリーダー（図書館の本をたくさん借りてくれた人や

借りられた回数の多い本）の掲示やカミングデーの企画・

開催なども行っています。 

★カミングデーってなに？ 

たくさんの生徒に図書館を利用しもら

うために、年２回『カミングデー』と

いうイベントを行っ

ています。図書委員

会のメンバーが本の

紹介や、本を使った

クイズなどを行いま

す。コントをやった

人もいます。プログラム決めや練習、

会場の設営など、準備は大変ですが、

楽しみにしている生徒も多く、とても

やりがいがあります。 

★蔵書点検を行いました！  

夏休み中に１・２年生の図書委員が蔵書点検を体験

しました。蔵書点検とは、本についているバーコー

ドを1冊づつ読み取り、無くなった本がないか、正

しい場所に置かれているかなどを確認する作業のこ

とです。図書館内にある約１万冊の本を全てカウン

ターまで運び、バーコードを読み取りました。行方

不明の本も少なく、2日間をかけて無事に点検を終

えることができました。 

参加した図書委員の感想です♪ 

 

秋の 
読書週間のお知らせ 

ラストページまで駆け抜けて 

2020年10月27日(火)~11月９日(月) 

戦後まもない1947年に「読書の力によって、平和な

文化国家を創ろう」という思いのもと、出版にかか

わる会社・書店・図書館・マスコミが協力して始

まった読書週間。全国で読書推進に向けた活動が行

われます。今年の標語は「ラストページまで駆け抜

けて」。時には立ち止まったり、早足したり…自分

のペースで本の世界のラストまで駆け抜けましょ

う！読書の秋におすすめの本を、この欄でもご紹介

します。 

10月27日は文字・活字文化の日！ 

 

「晴れ、時々くらげを呼ぶ」 

鯨井あめ/著  

講談社 

「記憶喪失になった 

 ぼくが見た世界」 

坪倉優介/著 朝日新聞出版 

地味な作業だったけど、やって良かった。 

知らない本に触れられた。今度読んでみようと思った。 

とてもきつかったけど、いい経験になった。 

★図書委員からひとこと 

 

昨年できたばかりで、
図書館は広くてきれ
いです！ 

たくさんの生徒が本を
読みに来てくれるので、
うれしいです。 

Azumatachibana Junior High School 

「鹿男あをによし」 

万城目学/著 

幻冬舎 

「愛なき世界」  

三浦しをん/著 

中央公論新社 

「言の葉連想辞典」 

あわい/絵 遊泳舎/編 

遊泳舎 

「二週間の休暇」 

フジモトマサル/著 

講談社 



 

  

ハツ江おばあちゃんのフライパン1つで100レシピ
高木ハツ江／著 河野雅子／監修  
NHK出版 2020.5 

フライパン1つあれば何でもできる！NHK「きょ
うの料理ビギナーズ」でおなじみのハツ江さん
が、定番料理からスペシャルメニューまで初めて
料理をする方にもわかりやすく教えてくれます。 
料理を始めたいと思っている方必見です！ 

自分のこころとうまく付き合う方法 

アリス・ジェームズ／著 ルーイ・ストウェル／
著 西川知佐／訳 東京書籍 2020.4 
「からだの健康」と同じように、「こころの健
康」にも気を配ることは大切です。 
困った時・悲しい時・イライラした時、この本を
開いてください。きっと寄り添ってくれます。 

「これから」の時代(とき)を生きる君たちへーイタ
リア・ミラノの校長先生からのメッセージー 

誰もが不安な時を過ごしている今、イタリアの高
校の校長先生が発信したメッセージが掲載され、
追伸として日本の生徒に向けての言葉もつづられ
ています。これからの生活のヒントになるかも。 

461個の弁当は、親父と息子の男の約束。 

渡辺俊美／著 マガジンハウス 2020.5 

食べ盛りの息子のために一念発起し、父親が作っ
たお弁当の数は461個！ 
慌ただしい朝でも味はもちろん栄養や彩り、箱に
までこだわって高校生活を支えた3年間。手作りの
お弁当は家族の絆を強くしていきます。 

書影 

高さ3.4cm以内 

ここは墨田区向島、お江戸博士の謎解き日和 
相沢泉見／著 KADOKAWA 2020.6 

向島で育った大学生の祐里は、祖母の残した借家
に住む歴史ライターの桜介と知り合う。貧乏で家
賃が払えないと訴える桜介だが、歴史の知識と深
い洞察力で祐里の周りで起きる不思議な事件を解
決していく…。隅田川周辺が舞台の謎解き小説で
す。 

きみが、この本、読んだなら ざわめく教室編 
戸森しるこ／ほか作 吉田尚令／画 

さ・え・ら書房 2020.3 

大切な人へ本を通して気持ちを伝えたい。誰かの
思いがつまった本をみんなにも読んでもらいた
い。「本をすすめる」がテーマの４つの物語。読
むと作中に出てくる本も読みたくなります。 

青春ノ帝国 
石川宏千花／著 あすなろ書房 2020.6 

一本の電話から思い出される14才の時の自分。坂
の上の塾だけが居場所だった。ここに関わる人達
の思いに触れ、歪（いびつ）だった気持ちも変
わっていく。今は交わらなくなったとしてもずっ
とここが原点だ‥。少し心がヒリッとする痛くて
切なくて、そして優しい一冊です。 

わたしの全てのわたしたち 
サラ・クロッサン／著 最果タヒ／ほか訳 
ハーパーコリンズ・ジャパン 2020.6 

腰のつながっている双子のティッピとグレースは
生まれて初めて学校へ通います。初めての学校生
活、初めての友達、初恋。両親の失業や周りから
の好奇の視線にもくじけない二人。そんな二人の
物語をぜひ読んで下さい。 

書影 

高さ3.4cm以内 

書影 

高さ3.4cm以内 

書影 

高さ3.4cm以内 

書影 

高さ3.4cm以内 

書影 

高さ3.4cm以内 

書影 

高さ3.4cm以内 

 

 

 

『ぼくは、やっぱり図書館がすき』  

（漆原宏／著  日本図書館協会）には、     

開館当初の写真がおさめられています。 

 

歴史ある八広図書館にぜひお立ち寄

りください！ 


